「八屋祇園のルーツ」

豊前市の「八屋祇園」に、「船神輿（住吉丸）」と「舟歌組」が参加する。
「続日本紀」を調べてみると、古代「藤原広嗣の乱」のとき、上毛郡擬大領（郡司）の紀宇麻呂が手勢を率いて、官軍に付いたとある。北九州での激戦の後、官軍が勝利する。そして、紀氏は無事故郷に凱旋する。その後、奥州での「蝦夷の叛乱」にも官軍として参加する。そのまま、常陸国に土着した者もいたかもしれない。常陸国に「紀国」という地名があるが、何か関係があるのでは？その後、源氏との争いで破れ、宇都宮氏の家臣となって、「益子党」を名乗る。「益子党」は「元寇」のとき、下野宇都宮軍の一員として、九州に下向する。
「紀の一党」あるいは「紀の一類」と伝えられているのは、彼らのことでは？そうとすれば、「紀の一党」は長い間多くの戦地を巡って、やっと故郷に帰れたことになる。
「舟歌」の歌詞は、無事に故郷に帰れたことを喜んでいるようにみえる。

豊前市に鎮座する「大富神社」は、和気清麻呂が宇佐勅使として下向した奈良時代には、「胸肩の宮」と云われており、この女神を祀っていた可能性がある。この女神は航海の安全の守護神であり、古代各地の水軍が祀っていたのである。
神亀十二年(七四〇)、藤原広嗣が太宰府で叛乱を起こすが、このとき大野東人とともにこれを鎮圧した紀氏もこの女神を崇拝していたという。
紀氏はその功により再び九州に戻ることが出来、上毛郡の地を得たという。これが大富神社神幸祭(八屋祇園)の起源の一つとも云われている。
城井宇都宮氏とは、朝綱の孫信房は文治元年（1185）源頼朝の命により、豊前守に任ぜられるとともに豊前の総地頭職となって、平家残党討伐のため九州に下向した。同年、信房は宇佐宮造営奉行となり、建久六年に城井郡を本拠として神楽山城を築き政所とした。のち地名をとって城井氏を称するようになった。豊前宇都宮一族は城井氏を中心に山田・野中・佐田・仲八屋・如法寺・加来・犬丸・西郷・深水・奈須・伝法寺の庶流をうみ、宇佐・下毛・筑城・仲津・田川の各郡部に散在して豊前南部に勢力を伸ばした。
（上記の宇佐とは現在の国東から宇佐にかけて、上毛は豊前・吉富・太平にかけて下毛は中津から耶馬溪にかけて筑城は椎田から築城と豊前の一部にかけて、仲津は行橋から勝山にかけて、田川は現在の田川全般であると考えると「今井祇園の消滅した旧山笠」「犀川の山笠」「田川の川渡り神幸祭の山笠」などと「八屋祇園」との接点が見えてくる様な気がする。）

しかし八屋祇園の「大船」は戦船である「早船」であり他の祭りで使われている「御座船」（関船の殿様や高官が乗船する）や「漁船」とは違う為、やはり少し違った観点から検証を続けて行くべきかと考える。

